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ＥＵとイギリスの経済展望

とにかく、考えて、考えて、考え抜くしかない
一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

「風の時代を読む研究会（第４回）」

日本再生のヒントが地方にある

「西河技術経営塾（沼田校６期生）修了式」

気付きを整理したものは組織の宝物

『
西
河
経
営
哲
学
』
の
中
に
「
企
業
に
お
い
て
「
お
金
」

は
、
人
間
の
血
液
。
い
か
な
る
時
も
、
数
字
の
変
化
に
気
付

き
、
危
機
に
対
応
で
き
る
力
を
養
う
。
経
験
に
よ
り
学
ぶ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

先
日
の
講
演
で
「
資
金
繰
り
が
上
手
く
い
か
な
く
な
っ
た

時
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
問
わ
れ
た
と
き
、
「
と

に
か
く
、
考
え
て
、
考
え
て
、
考
え
抜
く
し
か
な
い
」
と
答

え
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
の
前
進
の
会
社
の
社
長
に
な
っ
た

と
き
、
社
員
10
人
で
債
務
超
過
12
億
円
の
会
社
で
あ
っ
た
。

１
人
１
億
円
以
上
借
金
が
あ
っ
た
。
簡
単
に
は
返
済
で
き
な

い
。
利
益
を
出
し
て
、
剰
余
金
が
１
億
以
上
出
さ
な
け
れ
ば

借
金
は
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。

色
々
な
こ
と
を
考
え
て
本
当
に
突
き
詰
め
た
ら
、
神
様
が

降
り
て
く
る
。
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
悩
ん
で
、
悩
ん
で
、
悩

ん
だ
ら
い
い
と
思
う
。
筆
者
の
場
合
は
、
百
万
円
で
一
億
円

を
儲
け
る
手
法
を
自
分
で
考
え
て
、
剰
余
金
が
出
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
編
み
出
し
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
。

成
長
戦
略
は
、
回
転
率
を
高
く
し
、
利
益
率
を
上
げ
る
。

経
営
の
真
髄
は
、
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

会
社
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
。
資
金
を
い
か
に
増
や
し
て
い

く
か
が
、
経
営
の
真
髄
に
な
る
。

会
社
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
社
長
で
あ
る
。
投
資
の

指
針
や
、
や
り
方
も
社
長
で
変
わ
る
。
社
長
在
任
中
に
会
社

を
成
長
さ
せ
た
と
き
は
、
毎
年
社
員
が
百
人
増
え
て
、
大
体

十
店
舗
増
え
て
と
い
う
取
り
組
み
を
十
数
年
や
っ
て
き
た
。

社
長
が
最
終
的
な
決
断
を
下
す
。
頭
で
考
え
て
伸
ば
し
た
い

な
ら
伸
ば
す
戦
略
に
取
り
組
む
。

普
通
の
会
社
は
、
時
代
の
流
れ
と
か
、
そ
の
と
き
の
流
れ

に
任
せ
て
仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
に
目
標
設
定
を

し
て
い
な
い
。
し
っ
か
り
目
標
を
き
ち
ん
と
文
字
に
し
て
社

員
に
見
せ
る
。
社
員
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
分
の
や
る
べ
き

仕
事
を
考
え
る
。
社
員
全
員
が
自
分
の
能
力
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
考
え
な
が
ら
会
社
を
み
ん
な
で
動
か
す
こ
と
が
、
重
要

だ
と
思
う
。
そ
の
辺
が
経
営
の
コ
ツ
で
あ
る
。

会
社
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
・
時

間
、
こ
れ
が
全
て
増
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

一
つ
が
欠
け
て
も
会
社
は
成
長
で
き
な
い
。
全
て
バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
社
長
は
考
え
、
そ
れ
を
み

ん
な
に
伝
え
る
。
皆
は
自
分
で
や
る
べ
き
こ
と
を
一
生
懸
命

考
え
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
大
き
く
な
る
し
、
立
派
な
会

社
に
な
る
。

「西河技術経営塾沼田校オープンセミナー」
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【【
安安
部部
悦悦
生生
氏氏
のの
講講
演演
かか
らら
】】

2222
年年
かか
らら
本本
格格
的的
なな
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ
戦戦
争争

20
年
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
と
の

戦
争
が
起
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
局
地

的
な
戦
争
は
あ
っ
た
が
、
全
面
戦
争
は

70
年
ぐ
ら
い
無
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
平

和
だ
っ
た
。
そ
れ
が
２
０
２
２
年
か
ら

本
格
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
、
Ｅ
Ｕ

自
体
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
も
変
わ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
費
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
支
援
と
い
う
の
で
ア
メ
リ
カ
は

半
分
を
負
担
し
て
い
て
確
か
に
多
い
。

Ｅ
Ｕ
機
関
と
各
国
を
足
す
と
ア
メ
リ
カ

と
同
じ
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
軍
事
支

援
を
削
減
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
半
分
の
約
七
百
億
ユ
ー
ロ
を

負
担
し
て
い
る
。

天天
然然
ガガ
スス
をを
止止
めめ
らら
れれ
ダダ
メメ
ーー
ジジ

ロ
シ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
に
入
っ
て
い
た

天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
止
め
ら

れ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
戦
争
が
起
き
る
直

前
に
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
半
分
入
っ
て
い

た
。
他
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
っ
た
。
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
。

ママ
ルル
クク
のの
切切
りり
下下
げげ
にに
なな
っっ
たた

Ｅ
Ｕ
経
済
が
割
と
好
調
だ
っ
た
の
は

ド
イ
ツ
が
中
心
に
な
っ
て
ド
イ
ツ
1
人

勝
ち
と
牽
引
し
た
か
ら
だ
。
マ
ル
ク
と

か
フ
ラ
ン
と
か
各
国
の
通
貨
を
ユ
ー
ロ

圏
で
統
一
し
た
と
き
実
質
マ
ル
ク
の
切

り
下
げ
に
な
っ
て
マ
ル
ク
が
得
し
た
。

ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ
ア
は
損
を
し
た
。

輸
出
競
争
力
が
な
く
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
は
、
ユ
ー
ロ
に
対
し
て
実
質

的
な
マ
ル
ク
の
切
り
下
げ
に
な
っ
た
の

で
輸
出
競
争
力
が
強
く
な
っ
て
黒
字
が

貯
ま
り
１
人
勝
ち
と
言
わ
れ
て
い
た
。

産産
業業
構構
造造
がが
ハハ
ーー
ドド
かか
らら
ソソ
フフ
トト
にに

Ｅ
Ｖ
化
が
進
み
、
中
国
で
は
、
今
年

の
新
車
の
販
売
の
５
割
位
が
Ｅ
Ｖ
に
な

っ
た
。

ド
イ
ツ
は
ガ
ソ
リ
ン
車
が
強
か
っ
た
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が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
あ
ま
り
強
く
な
く
ガ

ソ
リ
ン
車
は
強
か
っ
た
が
中
国
市
場
で

不
振
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
、
環
境

問
題
、
脱
炭
素
で
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
た
。

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
な
ど
は
、
排
気

ガ
ス
を
減
量
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
、
ク

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
や
ろ
う
と
し
た

が
、
不
正
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
タ
ゴ
タ

が
あ
り
、
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
駄

目
だ
と
な
り
Ｅ
Ｖ
に
切
り
替
え
た
。

日
本
よ
り
は
積
極
的
に
や
っ
た
が
、

電
気
自
動
車
の
開
発
は
な
か
な
か
進
ま

な
か
っ
た
。
国
内
で
も
海
外
で
も
、
自

動
車
産
業
が
不
振
に
な
っ
て
き
た
。

ドド
イイ
ツツ
もも
日日
本本
もも
つつ
いい
てて
いい
けけ
なな
いい

電
気
機
械
産
業
か
ら
電
子
産
業
の
切

り
替
え
が
ド
イ
ツ
う
ま
く
い
か
な
い
。

日
本
も
頭
が
つ
い
て
い
か
な
い
。
日
本

と
ド
イ
ツ
は
、
非
常
に
似
て
い
る
。

ド
イ
ツ
も
そ
ん
な
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

産
業
が
強
く
な
い
し
、
日
本
も
強
く
な

い
。
産
業
構
造
が
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
に
つ
い

て
い
け
な
か
っ
た
。

自
動
運
転
な
ど
は
典
型
で
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
い
か
に
使
っ
て
、
性
能
を
上
げ

る
か
と
切
り
替
わ
っ
て
き
て
い
る
。
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
メ
カ
ニ
カ
ル
の
産
業
に

強
い
の
で
、
日
本
も
ド
イ
ツ
も
そ
こ
で

安
住
し
た
。
そ
こ
は
う
ま
く
な
い
。

ＥＥ
ＵＵ
にに
はは
ブブ
ララ
ンン
ドド
力力
がが
ああ
るる

経
済
展
望
は
ど
う
な
る
の
か
。
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ベ
ン
ツ

な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン
車
は
強
か
っ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
力
は
ま
だ
持
っ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
は
生
き
残
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
は
イ
タ
リ
ア
。

ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
の

で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
や
家
具
な
ど

ブ
ラ
ン
ド
力
は
残
っ
て
、
あ
る
程
度
継

続
す
る
。

ドイツ、日本と同じくハードからソフトへの転換で遅れ

財団・風の時代を読む研究会

風の時代を読む研究会（2025.7.4）

「風
の
時
代
を
読
む
」
研
究
会
（第
４
回
）

講講師師のの安安部部悦悦生生先先生生「「イイタタリリアアのの賃賃金金がが日日本本とと同同じじくく低低いい」」とといいうう。。左左かからら小小平平和和一一朗朗、、下下斗斗米米
秀秀之之、、森森下下ああやや子子（（座座長長））、、安安部部悦悦生生講講師師、、西西河河洋洋一一、、長長谷谷川川一一英英、、吉吉池池富富士士夫夫

令
和
７
年
７
月
４
日
、
第
４
回
目
と
な
る
「
風
の
時
代
を
読
む
」
研
究
会
を
安

部
悦
生
明
治
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
『
Ｅ
Ｕ
と
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
展
望
』
と
題

す
る
講
演
を
聴
い
た
。
Ｅ
Ｕ
の
立
ち
位
置
、
経
済
の
現
況
、
今
後
の
プ
ラ
ス
要

因
・
マ
イ
ナ
ス
要
因
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

ＥＵとイギリスの経済展望 安安
部部
悦悦
生生
明明
治治
大大
学学
名名
誉誉
教教
授授
をを
講講
師師
にに
迎迎
ええ
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財団・風の時代を読む研究会

は
あ
る
の
か
。

（（
講講
師師
））
日
本
も
そ
う
だ
が
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
を
色
々
や
っ
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
程
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

Ｅ
Ｕ
は
そ
う
い
う
産
業
政
策
が
好
き
な

の
で
や
っ
て
い
る
。

（（
長長
谷谷
川川
））
ア
ー
ト
と
産
業
を
繋
ぐ
み

た
い
な
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
結
構
盛

ん
に
や
っ
て
い
る
。

（（
講講
師師
））
ア
ー
ト
系
は
、
イ
タ
リ
ア
が

強
い
。
「
文
化
と
営
利
」
（
注
１
）
と

な
る
と
、
文
化
は
イ
タ
リ
ア
が
強
い
。

イ
タ
リ
ア
の
民
間
の
大
企
業
は
フ
ィ
ア

ッ
ト
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
レ

ベ
ル
で
は
活
発
で
あ
る
。
ア
ー
ト
系
は

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
な
の
で
イ

タ
リ
ア
に
見
習
い
た
い
。
ア
ー
ト
絡
み

で
大
き
な
会
社
は
ベ
ネ
ト
ン
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
も
以
前
は
鉄
鋼
な
ど
も
あ

っ
た
し
、
工
作
機
械
も
意
外
と
強
か
っ

た
。
工
作
機
械
と
言
う
と
日
本
と
ド
イ

ツ
と
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
と
こ
ろ
は
ア
メ

リ
カ
が
強
い
。
中
間
レ
ベ
ル
の
工
作
機

械
は
ド
イ
ツ
と
日
本
が
強
い
。
イ
タ
リ

ア
は
興
味
が
あ
っ
て
調
べ
た
こ
と
が
あ

る
が
独
特
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ

は
賃
金
が
高
い
が
、
イ
タ
リ
ア
と
日
本

の
賃
金
が
40
年
近
く
上
が
っ
て
な
い
。

ブブ
ララ
ンン
ドド
をを
中中
国国
はは
使使
っっ
てて
自自
国国
でで
生生
産産

（（
下下
斗斗
米米
））
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
に
は
、
ブ

ラ
ン
ド
力
が
あ
る
。
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

中
国
は
使
う
こ
と
を
し
て
い
る
。

（（
講講
師師
））
Ｍ
Ｇ
や
ラ
ン
ド
ロ
ー
バ
ー
で

ば
イ
ギ
リ
ス
か
ら
工
場
を
み
ん
な
中
国

に
持
っ
て
い
っ
て
廃
墟
に
な
っ
た
。
ロ

ー
バ
ー
は
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
や
リ
バ
プ
ー

ル
で
以
前
は
作
っ
て
い
た
。

（（
吉吉
池池
））
衣
食
住
の
う
ち
の
住
は
。

（（
講講
師師
））
住
む
ほ
う
は
家
具
も
含
め
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
は
強
い
。
家
具
産
業
は
イ
タ

リ
ア
製
家
具
と
北
欧
家
具
で
あ
る
。
日

本
で
普
通
買
う
の
は
、
中
国
製
家
具
で

あ
る
。
イ
ケ
ア
と
か
は
中
国
で
作
っ
て

い
る
の
が
多
い
。
最
初
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
や
っ
て
い
た
が
、
中
国
に
工
場
を

作
っ
て
最
近
は
中
国
で
作
っ
て
い
る
。

安
い
北
欧
家
具
は
そ
う
だ
が
、
高
い
も

の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
っ
て
い
る
。

ドド
イイ
ツツ
不不
調調
のの
真真
のの
原原
因因
をを
知知
りり
たた
いい

（（
小小
平平
））
ド
イ
ツ
経
済
が
ガ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
供
給
停
止
さ
れ
た
だ
け
で
あ

れ
だ
け
経
済
力
が
低
下
す
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
色
々
な
技
術
を
持

っ
て
い
る
国
な
の
に
疑
問
で
あ
る
。

（（
講講
師師
））
私
の
持
論
だ
が
、
ハ
ー
ド
か

ら
ソ
フ
ト
に
来
て
い
る
、
そ
こ
の
切
り

替
え
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
日
本

と
同
じ
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
弱

い
し
、
半
導
体
も
弱
い
。

（（
吉吉
池池
））
モ
ノ
作
り
じ
ゃ
な
く
て
コ
ト

作
り
だ
と
い
う
先
ほ
ど
の
お
話
か
。

（（
講講
師師
））
基
本
は
そ
こ
だ
と
思
う
。

ドド
イイ
ツツ
がが
戦戦
争争
をを
ババ
ッッ
クク
アア
ッッ
ププ

（（
小小
平平
））
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
Ｅ
Ｕ
。

基
本
的
に
Ｅ
Ｕ
、
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
を

潰
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の
か
。

Ｅ
Ｕ
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
は
存
在
し
て
い
る
。

（（
講講
師師
））
そ
う
で
あ
る
。

ロロ
シシ
アア
はは
潰潰
れれ
なな
くく
、、
維維
持持
しし
てて
いい
るる

（（
吉吉
池池
））
ロ
シ
ア
は
ガ
ス
を
遮
断
し
て

外
貨
獲
得
が
出
来
て
い
る
の
か
。

（（
講講
師師
））
イ
ン
ド
、
中
国
は
石
油
を
買

っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
を
液
化
し
て
送

っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（（
西西
河河
））
日
本
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
ガ
ス

が
停
止
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
れ
を
止
め

ら
れ
た
ら
日
本
は
困
る
。

（（
講講
師師
））
展
望
を
研
究
し
て
い
る
が
Ｅ

Ｕ
も
な
か
な
か
。
潰
れ
る
こ
と
は
な
く

て
そ
れ
な
り
に
維
持
し
て
い
る
。
プ
ラ

ス
要
因
も
結
構
あ
る
。

≪≪

全全
文文
はは
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
にに
掲掲
載載≫≫

比
較
的
強
い
の
は
製
薬
で
ロ
シ
ュ
が

あ
る
。
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
系
の
ケ
ミ
カ

ル
は
強
い
の
で
、
簡
単
に
は
覆
さ
れ
な

い
。
製
薬
・
化
学
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
強

さ
を
発
揮
で
き
る
。

オオ
ララ
ンン
ダダ
のの
ＡＡ
ＳＳ
ＭＭ
ＬＬ
がが
元元
気気

オ
ラ
ン
ダ
に
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
と
い
う
半
導

体
製
造
設
備
会
社
が
あ
る
。
極
紫
外
線

露
光
装
置
を
作
っ
て
い
る
。
露
光
装
置

は
日
本
の
ニ
コ
ン
と
キ
ヤ
ノ
ン
と
Ａ
Ｓ

Ｍ
Ｌ
の
三
社
が
強
か
っ
た
が
、
こ
の
極

紫
外
線
で
さ
ら
に
最
先
端
に
行
く
と
き

に
、
日
本
の
ニ
コ
ン
と
キ
ヤ
ノ
ン
は
い

か
な
か
っ
た
。
国
内
の
半
導
体
が
ま
だ

強
か
っ
た
の
で
そ
ち
ら
で
十
分
い
け
る

と
踏
ん
で
い
か
な
か
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
は
最
先
端
を
や
ら
な
け
れ

ば
生
き
残
れ
な
い
の
で
そ
れ
を
や
っ
て

世
界
で
一
社
に
な
っ
た
。
先
端
の
半
導

体
製
造
設
備
も
独
占
し
た
。

最
近
中
国
と
の
レ
ア
ア
ー
ス
の
交
渉

で
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
は
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
中

国
の
企
業
に
半
導
体
製
造
装
置
を
売
ら

な
い
。
中
国
は
レ
ア
ア
ー
ス
を
供
給
す

る
か
ら
ア
メ
リ
カ
並
み
に
製
造
設
備
を

厳
し
く
す
る
な
と
条
件
交
渉
を
や
っ
て

い
る
。
レ
ア
ア
ー
ス
と
半
導
体
製
造
装

置
が
バ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

観観
光光
はは
南南
フフ
ララ
ンン
スス
、、
南南
欧欧
なな
どど

観
光
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
南
欧
、
そ

れ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
も
強
い
。
か
つ
て
日

本
の
ツ
ー
リ
ス
ト
結
構
い
る
な
と
思
っ

た
。
今
は
中
国
の
ツ
ー
リ
ス
ト
が
こ
の

10
年
で
た
く
さ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
て

い
る
。
70
年
代
80
年
代
は
日
本
人
も
少

し
は
い
た
が
、
そ
の
比
じ
ゃ
な
い
。
ボ

ン
マ
ル
シ
ェ
と
パ
リ
の
有
名
な
デ
パ
ー

ト
行
く
と
、
中
国
人
が
買
う
コ
ー
ナ
ー

と
そ
の
他
が
わ
か
れ
て
い
る
。

ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
と
い
う
小
さ

な
町
だ
が
、
中
国
人
の
観
光
バ
ス
で
来

て
い
て
行
列
し
て
い
る
。
こ
れ
は
善
し

悪
し
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
う
ん
ざ
り
し

て
い
る
。

移移
民民
問問
題題
にに
発発
すす
るる
極極
右右
のの
増増
大大

こ
れ
は
政
治
的
な
話
で
は
あ
る
が
経

済
展
望
も
絡
む
。
政
治
問
題
と
し
て
は

難
民
問
題
に
対
す
る
右
翼
、
極
右
の
増

大
が
歴
然
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
あ
る
。

政
治
的
な
右
旋
回
、
保
守
党
が
右
に

引
っ
張
ら
れ
る
。
中
道
も
さ
ら
に
右
に

引
っ
張
ら
れ
る
。
票
が
取
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
右
翼
、
極
右
が
増
大
す
る
。

中
道
も
右
寄
り
に
な
り
右
旋
回
が
起
き

る
。
こ
れ
は
政
治
問
題
、
経
済
問
題
と

し
て
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ

タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
み

ん
な
そ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

質質
疑疑
応応
答答

森森
下下
（（
座座
長長
））
質
問
と
か

コ
メ
ン
ト
と
か
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（（
長長
谷谷
川川
））
Ｅ
Ｕ
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ 左左かからら安安部部講講師師とと研研究究員員のの長長谷谷川川、、吉吉池池、、西西河河、、

森森下下座座長長、、下下斗斗米米、、小小平平

（注１）同名の著書に『文化と営利』（2019.2.20）安部悦生、有斐閣
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会
社
が
良
く
な
る
こ
と
考
え
る

日本再生のヒントが地方にある
既既存存のの事事業業をを主主ににししななががらら
新新ししいいここととをを若若手手ににややららせせるる老老舗舗企企業業のの組組織織文文化化

西河洋一塾長は、講演で「計画を立てれば実現する。実現可能な夢を語り、高い目標を実現す
ると実現可能な夢は実現する夢である。自分が実現すると言ったら実現できる」と語る。「皆さん
、夢とか希望とかいろいろあると思うが、本気になってそれを達成しようという大きな気構えがな
いとそれは実現しない」と話す。森下あや子は『老舗企業の経営戦略』と題して、兵庫
県の城崎温泉と京都府の平八茶屋の事例を紹介した。

企企
業業
のの
成成
長長
戦戦
略略
をを
学学
ぶぶ

「
日
本
再
生
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
西
河
技
術
経
営

塾
沼
田
校
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
開
会
の
先
立
ち
小
平
専
務
理

事
は
主
催
者
と
し
て
挨
拶
し
た
。
前
回

は
経
営
哲
学
を
中
心
の
西
河
塾
長
の
講

演
で
あ
っ
た
が
今
回
は
「
1
兆
円
企
業

を
作
り
上
げ
た
成
長
戦
略
」
と
題
し
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
の
ハ
ウ
ツ
ー

に
近
い
内
容
の
講
演
で
あ
っ
た
。

森
下
あ
や
子
日
本
経
済
大
学
教
授
は

「
風
の
時
代
を
読
む
研
究
会
」
の
座
長

に
就
任
し
て
い
る
。
講
演
で
は
日
本
の

老
舗
企
業
で
あ
る
百
年
企
業
の
経
営
者

が
世
代
交
代
を
含
め
て
、
長
寿
企
業
の

経
営
を
し
て
き
た
か
を
地
方
創
生
と
い

う
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
講
演
し
た
。

講
師
の
方
々
と
小
平
専
務
理
事
が
参

加
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
た
。
パ
ネ
ル
の
進
行
役
を
小

坂
哲
平
小
坂
建
設
社
長
が
担
当
し
た
。

西西
河河
のの
講講
演演
・・
実実
現現
可可
能能
なな
夢夢

講
演
は
「
会
社
立
ち
上
げ
時
の
技
術

経
営
戦
略
」
「
百
億
円
の
壁
を
乗
り
越

え
る
に
は
」
「
若
手
経
営
者
に
伝
え
た

い
こ
と
」
に
区
分
し
て
進
め
ら
れ
た
。

会
社
立
ち
上
げ
時
の
経
営
戦
略
と
の

テ
ー
マ
で
は
、
計
画
を
立
て
れ
ば
実
現

す
る
、
目
標
を
文
字
化
す
る
、
数
値
目

標
を
立
て
る
こ
と
で
ゴ
ー
ル
が
明
確
に

な
る
、
技
術
を
経
営
に
生
か
す
、
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

百
億
円
の
壁
で
は
、
自
分
で
考
え
行

動
す
る
、
組
織
づ
く
り
が
大
事
、
組
織

構
成
員
の
能
力
を
生
か
す
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
の
向
上
、
経
営
者
マ
イ
ン
ド

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

若
手
経
営
者
に
伝
え
た
い
こ
と
で
は

自
分
で
考
え
行
動
す
る
、
組
織
づ
く
り

が
大
事
、
組
織
構
成
員
の
能
力
を
生
か

令
和
７
年
５
月
31
日
『
日
本
再
生
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る
』
と
題
し
、

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
（
群
馬
県
沼
田
市
）
に
て
開
催
し

た
。
西
河
洋
一
塾
長
、
森
下
あ
や
子
日
本
経
済
大
学
院
教
授
、
小
平
和
一
朗

専
務
理
事
が
登
壇
し
、
若
手
経
営
者
や
未
来
の
経
営
者
に
対
し
て
地
方
へ
の

期
待
が
語
ら
れ
た
。
司
会
を
代
々
木
修
了
生
の
為
野
大
地
サ
ン
エ
ス
株
式
会

社
代
表
取
締
役
が
担
当
し
た
。

す
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
、
経

営
者
マ
イ
ン
ド
、
に
つ
い
て
講
演
が

あ
っ
た
。

森森
下下
のの
講講
演演
・・
世世
界界
がが
注注
目目
すす
るる
老老
舗舗

森
下
あ
や
子
の
講
演
の
一
部
を
紹
介

す
る
。
長
寿
企
業
の
経
営
は
、
６
つ
の

要
因
に
分
か
れ
る
と
い
う
。

一
つ
が
経
営
に
お
け
る
長
期
的
な
視

点
で
あ
る
。
短
期
10
年
、
中
期
30
年
、

長
期
百
年
計
画
を
立
て
て
い
る
。
上
場

会
社
は
、
か
な
り
短
視
眼
的
に
な
っ
て

い
る
が
、
長
寿
企
業
は
長
い
視
点
で
の

経
営
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
身
の
丈
経
営
を
心
掛
け
て

い
る
。
規
模
を
調
整
し
て
敢
え
て
大
き

く
し
な
い
。
次
に
自
分
の
強
み
を
生
か

せ
る
事
業
に
特
化
し
て
い
る
。

あ
と
顧
客
、
従
業
員
、
取
引
先
、
地

域
社
会
と
の
長
期
的
関
係
を
大
事
に
し

て
、
維
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
安
全
性

を
維
持
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
徹
底
し
て
い
る
。

今
日
の
参
加
者
の
中
に
も
、
事
業
承

継
で
悩
ん
で
い
る
方
も
い
る
か
と
思
う

が
、
事
業
承
継
の
や
り
方
、
婿
養
子
、

外
部
か
ら
持
っ
て
く
る
と
か
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
そ
の
工
夫
と
承
継
を
す
る
、

続
け
る
と
い
う
決
意
が
、
長
寿
企
業
に

は
見
ら
れ
る
。

パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

進
行
役
を
小
坂
哲
平
社
長
が
担
当
し

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
西
河
洋
一
塾
長
、

森
下
あ
や
子
教
授
、
小
平
和
一
朗
専
務

理
事
が
登
壇
し
た
。

（（
質質
問問
（（
小小
坂坂
））
））
成
長
戦
略
と
既
存

事
業
の
戦
略
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
西

河
塾
長
に
伺
い
た
い
。
か
ね
て
よ
り
利

益
率
お
よ
び
回
転
率
と
い
う
こ
と
で
経

営
の
真
髄
は
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

長
寿
性
と
革
新
性
を
兼
ね
備
え
た
地
方
の
老
舗
企
業
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あ
る
が
、
自
分
に
わ
か
る
言
葉
で
喋
っ

て
く
れ
る
の
が
人
間
で
あ
る
。

（（
質質
問問
））
成
長
と
長
く
続
け
る
こ
と
の

バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
お
考
え
か
。

（（
森森
下下
））
最
初
は
立
ち
上
が
ら
な
い
と

絶
滅
し
て
し
ま
う
の
で
、
最
初
は
ひ
た

す
ら
大
き
く
す
る
こ
と
を
考
え
な
い
と

い
け
な
い
。
借
金
を
減
ら
す
こ
と
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
あ
る
程
度
自
立

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
売
り
抜

け
る
と
こ
ろ
に
い
く
の
か
選
択
す
る
。

老
舗
企
業
も
昔
は
た
だ
最
初
は
ひ
た
す

ら
大
き
く
て
し
て
い
た
。

（（
西西
河河
））
相
反
す
る
話
で
は
な
く
、
そ

の
時
点
で
社
長
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ

る
。
何
か
い
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
ら
れ

て
、
い
け
る
と
な
れ
ば
会
社
と
し
て
取

り
組
み
伸
ば
せ
ば
い
い
。
社
長
の
仕
事

は
す
ご
く
重
大
で
あ
る
。

事事
業業
継継
承承
時時
のの
組組
織織
運運
営営

（（
質質
問問
））
事
業
継
承
時
に
社
長
の
部
下

や
自
分
の
上
司
が
部
下
に
な
る
や
り
づ

ら
さ
へ
の
対
応
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

（（
森森
下下
））
老
舗
の
経
営
者
だ
と
、
父
親

か
ら
継
承
す
る
た
め
に
他
の
会
社
に
出

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
戻
っ
て
く
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
人
た
ち
が
新
し
い
こ
と
を

仕
掛
け
る
と
、
大
抵
、
既
存
の
社
員
の

人
た
ち
の
反
対
を
受
け
る
。
「
若
、
ご

乱
心
」
み
た
い
に
非
常
に
大
変
な
思
い

も
さ
れ
る
。
成
功
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

し
、
ご
乱
心
の
ま
ま
部
下
が
去
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
百
年
あ
た
り
大

体
３
回
ぐ
ら
い
事
業
承
継
が
あ
る
が
、

事
業
承
継
は
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
。

親
族
で
や
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
外

か
ら
来
る
場
合
も
あ
る
し
、
娘
婿
と
い

う
形
で
や
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
既
存
の
社
員
と
の
あ
つ
れ
き
に
は

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
人
事
的
な
問
題

だ
け
で
な
く
、
日
本
は
相
続
税
が
高
い

こ
と
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

（（
小小
平平
））
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
社
長
に

な
っ
て
も
、
事
業
承
継
で
親
が
指
名
し

て
社
長
に
な
っ
て
も
、
基
本
は
変
わ
ら

な
い
。
い
ず
れ
も
自
分
よ
り
能
力
が
高

い
人
を
使
い
こ
な
せ
な
い
と
社
長
に
は

な
れ
な
い
。
先
輩
や
能
力
あ
る
人
を
使

う
に
は
、
組
織
論
を
理
解
し
、
掌
握
力

を
持
つ
、
指
導
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。
経
営
学
を

勉
強
す
る
と
良
い
。

未未
来来
のの
経経
営営
者者
へへ
のの
アア
ドド
ババ
イイ
スス

（（
質質
問問
））
未
来
の
経
営
者
や
若
い
経
営

者
た
ち
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

（（
西西
河河
））
世
界
が
切
り
替
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
昨
今
、
変
な
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り

出
て
い
る
。
テ
レ
ビ
ば
か
り
当
て
に
し

な
い
で
自
分
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
か
ら

情
報
を
と
っ
て
、
分
析
し
て
、
自
分
の

会
社
を
守
る
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
後
は
逆
に
ま
と

も
な
世
界
に
な
る
か
ら
、
そ
こ
ま
で
辛

抱
す
る
。
皆
さ
ん
も
こ
の
変
革
を
何
と

か
生
き
延
び
て
、
良
い
経
営
が
で
き
る

経
営
者
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。

（（
森森
下下
））
世
界
中
が
ネ
ッ
ト
社
会
で
繋

が
っ
て
い
る
の
で
、
世
界
に
目
を
向
け

て
経
営
を
す
る
。
一
昔
前
ま
で
は
言
語

の
問
題
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
例
え

ばZ
o
om

で
も
翻
訳
機
能
が
う
ま
く
で
き

て
い
て
言
語
の
壁
は
無
く
な
っ
て
い
る
。

（（
小小
平平
））
風
の
時
代
の
研
究
会
で
の
ロ

シ
ア
研
究
家
の
下
斗
米
伸
夫
先
生
の
皆

さ
ん
が
知
ら
な
い
情
報
が
情
報
紙
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
世
の
中
に
流
れ
て
い

な
い
情
報
を
知
り
ド
キ
ッ
と
し
た
。
財

団
は
こ
う
い
う
情
報
を
掘
り
起
し
て
知

ら
せ
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

塾
の
活
動
と
並
行
し
て
、
世
界
の
変
化

を
学
ぶ
研
究
を
今
後
も
す
る
。
未
来
を

つ
く
る
の
が
経
営
で
あ
る
。
若
い
経
営

者
に
は
元
気
な
日
本
を
作
っ
て
欲
し
い
。

い
企
業
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
商
品
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
出
し
て
も
社
内
の
会
議
で
つ
ぶ
さ

れ
る
。
経
営
者
が
責
任
を
と
っ
て
若
い

人
に
や
ら
せ
る
。
そ
う
い
う
文
化
が
老

舗
企
業
に
は
多
く
あ
っ
た
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
こ
と
が
大
き
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

（（
質質
問問
））
成
長
と
伝
統
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
捉
え
て
行
く
べ
き
か
。

（（
小小
平平
））
社
長
は
営
業
マ
ン
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
三
現
主
義
、
現

場
に
は
宝
物
が
眠
っ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
、
セ
ン
ス
。
常
に
感
じ
取
る
力
を

磨
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新

し
い
情
報
は
人
か
ら
得
る
と
い
う
収
集

力
を
持
つ
こ
と
だ
。
新
聞
を
読
む
こ
と

やC
h
a
t
G
PT

が
使
え
る
こ
と
も
大
事
で

企
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
た
め
に

重
要
な
こ
と
は
何
か
。

（（
西西
河河
））
資
金
を
い
か
に
増
や
す
か
が

経
営
の
真
髄
で
あ
る
。
会
社
は
社
長
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
や
る
べ
き
目
標

を
文
字
に
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
社
員

は
、
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
。
み
な
で

会
社
を
動
か
す
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
普
通
の
企
業
の
社
長
さ
ん
は

時
代
の
流
れ
を
見
ず
に
、
そ
の
時
の
流

れ
に
任
せ
て
一
生
懸
命
仕
事
し
て
い
る

だ
け
で
、
会
社
が
目
指
す
べ
き
目
標
や

計
画
を
考
え
ず
に
経
営
を
し
て
い
る
。

経
営
計
画
に
沿
っ
て
人
・
モ
ノ
・
金
・

情
報
・
時
間
の
５
つ
の
経
営
要
素
を
全

て
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
な
け
れ
ば
、
企
業
は

大
き
く
な
れ
な
い
。
社
長
は
そ
れ
ら
を

考
え
て
、
そ
れ
を
社
員
に
分
か
り
易
く

伝
え
る
。
社
員
は
自
分
の
パ
ー
ト
の
こ

と
を
一
生
懸
命
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

す
る
と
立
派
な
企
業
に
成
長
す
る
。

（（
質質
問問
））
既
存
事
業
を
主
軸
に
成
長
を

続
け
て
い
る
企
業
に
共
通
し
て
い
る
戦

略
や
組
織
文
化
は
あ
る
か
。

（（
森森
下下
））
百
年
以
上
続
く
企
業
は
既
存

事
業
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
そ
れ
に

対
し
て
ど
う
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い

く
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ほ
と
ん
ど

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
次
世
代
を
担
う
若
い
社
員

に
決
定
権
を
あ
る
程
度
持
た
せ
て
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

城
崎
温
泉
も
Ｄ
Ｘ
な
ど
色
々
な
こ
と

を
仕
掛
け
て
い
る
が
、
若
い
人
た
ち
か

ら
の
意
見
を
50
歳
以
上
の
人
た
ち
が
聞

い
て
「
わ
か
っ
た
、
や
っ
て
み
ろ
、
い

く
ら
か
か
る
ん
だ
」
と
、
あ
る
程
度
責

任
を
持
た
せ
る
。
お
金
と
か
責
任
を

持
っ
て
や
る
か
ら
、
ま
ず
や
っ
て
み
ろ

と
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
既
存

事
業
を
主
に
し
な
が
ら
も
新
し
い
こ
と

を
や
ら
せ
る
組
織
文
化
を
持
つ
。
大
き

パパネネルルデディィススカカッッシショョンンでではは、、成成長長ししてていいるる企企業業のの戦戦略略やや組組織織運運営営ななどど、、参参
加加者者がが抱抱ええてていいるる課課題題にに対対ししてて、、活活発発なな意意見見交交換換がが行行わわれれたた。。左左かからら進進行行
のの小小坂坂哲哲平平社社長長、、西西河河洋洋一一塾塾長長、、森森下下ああやや子子教教授授、、小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事
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気気付付ききをを整整理理ししたたももののはは組組織織のの宝宝物物 現現
場場
とと
経経
営営
をを
つつ
なな
ぐぐ
重重
要要
性性
をを
学学
ぶぶ

西河技術経営塾（沼田校）
実践経営スクール

66期期生生 22002255..33～～22002255..77

少
し
ず
つ
前
向
き
に
変
わ
っ
た
。

顧
客
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

今
後
も
地
域
社
会
と
共
に
持
続
的
成
長

を
目
指
す
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
追

い
求
め
る
こ
と
で
売
上
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
で
も
「
伝
え
る
」
と
い
う
事
を
意

識
し
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
行
き
た

い
と
思
う
。
伝
え
る
と
は
お
客
様
と
の

会
話
中
に
あ
る
何
気
な
い
困
り
ご
と
を

吸
い
上
げ
、
そ
れ
を
我
が
社
で
企
画
提

案
し
、
お
客
様
が
満
足
し
て
頂
け
る
結

果
を
出
す
。

相相
手手
をを
巻巻
きき
込込
みみ
主主
体体
性性
をを
引引
きき
出出
すす

塾塾
生生

大大
山山

英英
明明

取
締
役
と
し
て
果
た
す
べ
き
重
要
な

役
割
の
一
つ
に
人
財
と
組
織
の
力
を
最

大
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
あ

る
。
現
場
で
指
示
を
出
す
だ
け
で
な
く

人
財
を
育
て
、
成
果
を
上
げ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
、
成
長
に
向
け
た
鍵
だ

と
学
ん
だ
。

施
工
管
理
課
の
担
当
と
し
て
、
技
術

管
理
課
や
人
事
部
と
連
携
し
、
中
堅
層

の
育
成
、
若
手
技
術
者
の
教
育
、
建
設

マ
イ
ス
タ
ー
化
の
推
進
と
い
っ
た
人
財

戦
略
を
推
し
進
め
て
い
る
。
上
司
と
部

下
、
そ
し
て
部
門
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
質
で
あ
る
。

塾
で
は
、
単
な
る
指
示
命
令
で
は
な

く
、
目
的
や
背
景
を
共
有
し
、
納
得
と

西
河
技
術
経
営
塾
沼
田
校
第
６
期
は
本
年
３
月
に
開
塾
し
、
７
月
26
日
に
４
名

全
員
が
修
了
し
た
。
西
河
洋
一
塾
長
か
ら
、
非
常
に
文
章
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
と

講
評
が
あ
っ
た
。
優
秀
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
全
員
が
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

塾
長
「
３
６
５
日
24
時
間
、
経
営
の
こ
と
を
考
え
る
と
立
派
な
経
営
者
に
な
れ
る
。

寝
て
い
る
間
も
会
社
の
こ
と
考
え
る
。
考
え
て
い
れ
ば
必
ず
こ
う
し
た
ほ
う
が
良

い
と
い
う
の
が
浮
か
ぶ
。
そ
れ
を
と
に
か
く
実
践
す
る
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
。

塾塾
生生
のの
研研
究究
報報
告告
書書
かか
らら

西
河
技
術
経
営
塾
の
修
了
要
件
に
研

究
報
告
書
の
作
成
が
あ
る
。
Ａ
４
版
で

８
頁
以
上
の
文
章
を
作
成
す
る
。
課
題

は
、
塾
で
何
を
学
ん
だ
か
で
あ
る
。

大
脇
は
「
西
河
技
術
経
営
塾
で
学
び

考
え
そ
し
て
行
動
あ
る
の
み
」
と
題
し

て
、
大
山
は
「
み
ら
い
の
小
坂
建
設
を

つ
く
る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
塚
田
は

「
と
も
に
未
来
を
つ
く
る
現
場
型
経
営

論
」
と
題
し
て
、
目
黒
は
「
小
坂
建
設

営
業
企
画
課
長
と
し
て
の
挑
戦
」
と
題

し
て
、
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
に
実

践
し
た
か
を
整
理
し
た
研
究
報
告
書
が

提
出
さ
れ
た
。

ププ
ララ
スス
思思
考考
でで
前前
向向
きき
にに
取取
りり
組組
むむ

塾塾
生生

大大
脇脇

浩浩
介介

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
た
く
さ
ん

の
学
び
を
授
け
て
頂
い
た
。
当
初
は
自

分
が
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
塊
で
先
生
を
困

ら
せ
た
。

弊
社
の
現
状
を
知
る
と
と
も
に
、
簿

記
を
自
習
し
、
会
計
の
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
で
、
経
営
状
態
を
評
価
で
き
る

レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ

ス
や
Ｄ
Ｘ
ま
で
技
術
経
営
に
必
要
な
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識
や
方
法
論
を
学
ん

だ
。
講
義
で
の
学
び
を
経
営
で
実
践
す

る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ス
な
気
持
ち
が

西西河河技技術術経経営営塾塾（（沼沼田田校校６６期期生生））修修了了式式

左左かからら目目黒黒優優介介、、大大脇脇浩浩介介、、西西河河洋洋一一塾塾長長、、塚塚田田晃晃一一、、大大山山英英明明。。講講師師のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事はは
「「気気づづききをを整整理理ししたたももののはは宝宝物物ででああるる。。自自信信をを持持っってて文文字字化化ししたたここととををベベーーススにに、、ささららにに発発展展ささ
せせててほほししいい」」とと研研究究報報告告書書のの成成果果をを実実際際のの経経営営でで役役立立つつここととののへへのの願願いいをを語語っったた。。

小小坂坂建建設設((株株))
取取締締役役 大大山山英英明明

塾
で
何
を
学
ん
だ
か((株株))新新生生孔孔版版

代代表表取取締締役役大大脇脇浩浩介介
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が
必
要
で
あ
る
。
組
織
を
変
え
る
に
は

現
場
に
根
ざ
し
た
思
考
様
式
そ
の
も
の

を
問
い
直
し
、
職
場
内
の
信
頼
関
係
の

構
築
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
ん
だ
こ
と
を
「
ど
う
や
っ
て
現
場

に
落
と
し
込
む
か
」
と
い
う
視
点
は
、

塾
で
得
た
最
大
の
気
づ
き
で
あ
る
。

「「
現現
場場
」」
とと
「「
経経
営営
」」
をを
つつ
なな
ぐぐ

塾塾
生生

目目
黒黒

優優
介介

技
術
経
営
で
の
学
び
を
通
じ
て
明
確

に
な
っ
た
の
は
「
現
場
」
と
「
経
営
」

を
つ
な
ぐ
視
点
の
重
要
性
で
あ
る
。
現

場
は
現
場
、
経
営
は
経
営
と
い
っ
た
中

で
、
自
分
の
よ
う
な
「
現
場
上
が
り
」

の
人
間
こ
そ
が
、
そ
の
翻
訳
者
と
し
て

の
役
割
を
担
え
る
と
確
信
し
た
。

経
営
を
技
術
の
よ
う
に
扱
う
。
感
覚

や
勘
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
仮
説
を
立

て
、
検
証
し
、
再
現
可
能
な
形
で
知
見

を
蓄
積
す
る
。
こ
れ
は
、
現
場
で
問
題

を
解
決
し
て
き
た
筆
者
の
ス
タ
イ
ル
と

も
深
く
重
な
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
も

無
意
識
に
技
術
経
営
的
な
行
動
を
し
て

い
た
と
も
言
え
る
。

今
後
は
Ｄ
Ｘ
推
進
や
人
財
育
成
に
お

い
て
、
現
場
起
点
の
経
営
判
断
を
下
せ

る
人
材
と
し
て
、
自
社
の
成
長
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。
「
多
能
工
の
育
成
」

「
複
数
現
場
対
応
力
の
仕
組
み
化
」
な

ど
を
通
じ
て
、
自
社
の
競
争
優
位
を
高

め
る
支
援
を
続
け
て
い
く
。

西河技術経営塾（沼田校） 66期期生生 22002255..33～～22002255..77
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参
入
戦
略
を
立
案
す
る

新新規規市市場場
３３

シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
れ
ば
受
注

生
産
で
あ
っ
た
り
即
時
消
費
で
あ
る
が

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
一
部
だ
け
で
も
レ

デ
ィ
ー
メ
イ
ド
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
そ
れ
に
よ
る
納
期
短
縮
や
コ
ス

ト
削
減
が
新
た
な
市
場
の
創
造
や
需
要

を
喚
起
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
製
品
製
造
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
合
、

半
製
品
に
よ
っ
て
市
場
創
出
が
で
き
な

い
か
も
検
討
す
る
。

商商
品品
のの
特特
性性

対
象
と
し
て
い
る
顧
客
と
も
関
連
す

る
が
、
普
及
廉
価
版
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
る
場
合
、
高
級
路
線
に
市
場
を
拡

大
で
き
な
い
か
。
逆
に
、
高
付
加
価
値

製
品
を
提
供
し
て
い
る
場
合
、
シ
ン
プ

ル
化
す
る
こ
と
で
新
た
な
市
場
を
創
出

で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
既
存
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

や
キ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
顧
客
が

行
う
作
業
を
軽
減
し
、
工
数
削
減
や
時

短
な
ど
の
付
加
価
値
を
提
供
で
き
な
い

か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

と
は
異
な
る
顧
客
層
が
開
拓
で
き
る
。

自自
社社
のの
強強
みみ
をを
活活
かか
すす

新
規
市
場
の
可
能
性
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
。
前
回
報
告
し
た
情
報
収
集
や
自

社
の
強
み
分
析
に
よ
り
、
成
功
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
か
が
新
規
市
場
を
特
定
す

る
鍵
と
な
る
。

強
み
が
ど
う
活
か
せ
る
か
、
顧
客
提

供
価
値
は
何
か
を
明
確
に
し
て
ど
の
市

場
を
創
生
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。
既

存
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
差
別
化
が
な
け
れ

ば
成
功
は
難
し
い
。
既
存
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
い
な
い
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
を
狙
う

場
合
は
、
な
ぜ
そ
こ
で
自
社
が
成
功
で

き
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
分
析
す
る
。

前
回
は
対
象
市
場
を
見
つ
け
る
た
め

の
情
報
収
集
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

今
回
は
対
象
市
場
の
検
討
の
方
向
性
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

顧顧
客客
属属
性性
、、
販販
売売
手手
法法
、、
商商
品品
特特
性性

検
討
の
方
向
性
は
（
１
）
顧
客
の
属

性
（
２
）
販
売
手
法
（
３
）
商
品
の
特

性
と
、
大
き
く
３
つ
あ
る
。
ど
の
方
向

性
を
目
指
す
に
し
て
も
自
社
分
析
の
結

果
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

顧顧
客客
をを
セセ
ググ
メメ
ンン
トト
化化
しし
てて
検検
討討
すす
るる

自
社
の
既
存
の
顧
客
は
誰
か
。
そ
の

顧
客
と
相
対
す
る
属
性
に
新
規
市
場
は

な
い
か
。
男
性
が
主
顧
客
で
あ
れ
ば
女

性
、
若
者
で
あ
れ
ば
シ
ニ
ア
、
法
人
で

あ
れ
ば
個
人
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。

特
定
の
エ
リ
ア
で
の
み
ビ
ジ
ネ
ス
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
近
隣
、
ま
た
は
類
似

の
特
性
を
持
つ
エ
リ
ア
で
市
場
を
創
生

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
学
生
向
け
、
子
ど
も
向
け
、

富
裕
層
向
け
な
ど
、
新
た
な
セ
グ
メ
ン

ト
に
新
規
市
場
の
可
能
性
が
な
い
か
検

討
す
る
。

新新
たた
なな
販販
売売
手手
法法
をを
検検
討討
すす
るる

自
社
は
現
在
ど
の
よ
う
な
販
売
手
法

を
と
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
と
は
異
な
る

販
路
に
よ
り
新
た
な
市
場
が
作
り
出
せ

な
い
か
。
リ
ア
ル
で
あ
れ
ば
オ
ン
ラ
イ

ン
や
デ
ジ
タ
ル
版
な
ど
の
ｅ
化
。
、
舗

販
売
で
あ
れ
ば
宅
配
、
直
営
で
あ
れ
ば

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
や
委
託
。
買
い
切
り

・
売
り
切
り
で
あ
れ
ば
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

既既成成概概念念をを取取りり払払いい、、ああららゆゆるる方方向向のの可可能能性性をを検検討討すするる

市
場
は
ど
こ
に
あ
る
か

共
感
を
得
る
対
話
力
こ
そ
が
人
を
動
か

す
と
い
う
考
え
方
を
学
ん
だ
。
「
部
下

に
仕
事
を
任
せ
る
覚
悟
と
支
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
重
要
だ
と
指
摘

を
受
け
、
自
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在

り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

現
場
出
身
で
あ
る
背
景
を
活
か
し
な

が
ら
、
現
場
を
経
営
に
つ
な
げ
る
視
点

を
持
ち
、
人
と
組
織
の
持
続
的
成
長
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

共共
にに
考考
ええ
共共
にに
変変
わわ
るる
組組
織織
風風
土土

塾塾
生生

塚塚
田田

晃晃
一一

自
社
の
会
計
数
値
が
何
を
語
り
、
ど

ん
な
経
営
判
断
に
つ
な
が
る
の
か
を
学

ん
だ
。
売
上
は
大
幅
に
伸
び
て
も
粗
利

率
が
約
19
％
で
は
利
益
が
出
な
い
。
忙

し
い
の
に
儲
か
ら
な
い
。
デ
ー
タ
と
現

場
感
覚
が
一
致
し
た
。
高
付
加
価
値
案

件
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
受
持
つ
現
場
を
い
か

に
早
く
完
工
さ
せ
る
か
に
注
力
し
、
人

・
モ
ノ
・
金
・
情
報
・
時
間
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
感
覚
的
に
管
理
し
業
務
に
邁

進
し
て
き
た
。
技
術
経
営
を
学
び
、
論

理
的
、
具
体
的
、
数
値
的
に
考
え
て
行

動
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

組
織
の
変
革
は
個
人
の
意
識
か
ら
始

ま
る
。
ま
ず
は
自
ら
が
変
わ
る
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
。
自
分
の
言
葉
で

未
来
を
語
り
、
仲
間
と
と
も
に
小
さ
な

挑
戦
を
積
み
重
ね
て
い
く
風
土
づ
く
り

小小坂坂建建設設((株株)) 課課長長 目目黒黒優優介介

小小坂坂建建設設((株株))課課長長 塚塚田田晃晃一一
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ココララムム・・事事務務局局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

連連載載：：アアメメリリカカ経経済済史史にに学学ぶぶ 第第3311回回
（注２）

２
０
２
５
年
真
夏
の
参
議
院
選
挙
で

議
席
数
を
増
や
し
躍
進
し
た
の
は
、
国

民
民
主
党
と
参
政
党
で
あ
っ
た
。
巧
み

なS
N
S

戦
略
に
加
え
て
、
既
存
政
党
に

対
す
る
有
権
者
の
不
信
感
を
掬
い
上
げ
、

「
無
党
派
層
」
の
支
持
も
広
げ
て
い
っ

た
。
２
０
１
３
年
に
公
職
選
挙
法
の
改

正
で
選
挙
運
動
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
が
解
禁
さ
れ
て
10
年
余
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
は
い
ま
や
選
挙
に

不
可
欠
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で
最
大
の
勝
者
と
な
っ

た
の
が
、
ネ
ッ
ト
空
間
と
街
頭
演
説
を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
駆
使
し
て
14
議
席
を

獲
得
し
た
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を

掲
げ
る
参
政
党
で
あ
ろ
う
。
「
ア
メ
リ

カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

と
同
様
、
「
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
」
の

政
党
と
し
て
、
行
き
過
ぎ
た
外
国
人
の

受
け
入
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
選
挙
公

約
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
復
興

を
印
象
づ
け
た
。
直
前
ま
で
泡
沫
政
党

扱
い
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心

な
草
の
活
動
に
よ
る
支
持
の
獲
得
、
外

国
人
政
策
の
争
点
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
戦
略
と

神
谷
代
表
の
演
説
力
な
ど
、
ま
る
で
日

本
版
ト
ラ
ン
プ
現
象
を
見
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
真
偽
の
疑
わ
し
い
過

激
発
言
や
陰
謀
論
的
政
策
で
人
気
を
集

め
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
た
際
に
注

目
さ
れ
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
中
間
層
か
ら
転
落
し
た
「
忘
れ

ら
れ
た
人
々
」
の
不
満
や
怒
り
で
あ
っ

た
。
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
や
オ
フ

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ

経
済
の
屋
台
骨
を
支
え
て
き
た
国
内
産

業
が
空
洞
化
さ
れ
た
。
経
済
的
苦
境
に

あ
る
人
々
の
滞
留
し
た
鬱
憤
が
爆
発
し

た
の
が
、
２
０
０
８
年
の
金
融
危
機
で

あ
る
。
金
融
危
機
は
と
く
に
低
教
育
・

低
所
得
者
層
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
た
が
、

オ
バ
マ
政
権
の
経
済
政
策
で
は
、
彼
ら

の
生
活
は
一
向
に
改
善
し
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
、
国
境
を
越
え
る
巨
大
資
本

や
高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
エ
リ
ー
ト

層
が
利
益
を
独
占
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

た
。
「
持
た
ざ
る
者
」
が
感
じ
る
強
烈

な
不
公
平
感
は
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義

に
対
す
る
反
発
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
現

象
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
間
、

日
本
で
も
「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
経
済

停
滞
、
広
が
る
所
得
格
差
や
将
来
に
希

望
の
見
え
な
い
閉
そ
く
感
が
社
会
に
蔓

延
し
た
。
失
っ
た
自
信
を
取
り
戻
す
べ

く
、
保
守
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
勢
力
が

台
頭
す
る
土
壌
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た

の
は
必
然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
の
選
挙
で
と
く
に
争
点
と
な
っ

た
の
が
、
外
国
人
問
題
だ
。
こ
れ
は
、

２
０
１
０
年
代
以
降
、
排
外
主
義
的
な

急
進
右
派
が
台
頭
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

も
酷
似
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
人
口
の

増
加
に
よ
る
人
口
動
態
の
変
化
に
よ
っ

て
、
欧
州
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守

ろ
う
と
す
る
力
学
が
働
い
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
も
同
根
だ
。
日
本
で
も

川
口
市
に
お
け
る
ク
ル
ド
人
問
題
を
は

じ
め
、
一
部
観
光
客
の
迷
惑
行
為
や
マ

ナ
ー
違
反
、
さ
ら
に
は
外
国
人
富
裕
層

に
よ
る
日
本
の
不
動
産
投
資
が
話
題
と

な
っ
て
、
排
外
主
義
的
感
情
を
高
め
て

き
た
。
し
か
し
な
か
に
は
、
主
義
主
張

を
こ
え
て
事
実
無
根
の
デ
マ
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
む
き
出
し
の
憎
悪
を

煽
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
日
本
に
住
む

外
国
人
の
数
は
、
過
去
最
多
の
約
３
８

０
万
人
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
総
人

口
の
約
３
％
に
あ
た
る
。
驚
く
ほ
ど
多

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
欧
米
社
会
の
混

乱
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
が
一
過
性
の

課
題
で
な
い
こ
と
は
確
実
だ
。

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

代代
々々
木木
校校
1133
期期
募募
集集
中中

西
河
技
術
経
営
塾
・

代
々
木
校
第
13
期
生
を
募

集
中
で
あ
る
。
募
集
期
間

は
、
8
月
末
日
ま
で
。
９

月
３
日
に
開
塾
し
、
翌
年

の
３
月
18
日
に
修
了
す
る
。

毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
午
後
９
時
10
分
ま
で

25
回
開
催
す
る
。

（注２）明治大学政治経済学部 准教授・博士（経済学）

『
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
』
が
、
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー
マ
で
あ

る
。
６
月
下
旬
に
大
阪
に
住
む

孫
達
と
２
日
間
訪
問
し
た
。

16
か
所
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
訪

問
し
、
西
へ
東
へ
と
行
き
来
し
て
２
日

間
で
約
４
万
歩
い
た
。
ま
さ
に
万
博
、

世
界
の
お
国
柄
と
各
国
の
息
遣
い
を
短

時
間
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
低
学
年

の
子
供
達
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
グ
ル

ー
プ
を
引
率
す
る
先
生
は
大
変
だ
と
思

う
が
、
そ
の
子
ら
の
歓
声
や
楽
し
そ
う

な
会
話
や
笑
い
声
が
溢
れ
て
い
た
。

そ
の
歓
声
が
会
場
の
音
楽
と
調
和
し
大

人
の
五
感
に
共
鳴
し
て
い
る
。
宇
宙
、
深

海
、
未
来
都
市
の
映
像
情
報
、
異
次
元
の

空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
。

万
博
担
当
の
多
田
明
弘
経
済
産
業
省

顧
問
に
お
礼
メ
ー
ル
を
出
し
た
ら
「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
。
夢
や
希
望
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
開
催
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
の
返
信
が
あ
っ

た
。
「
世
界
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
」
「
途

上
国
の
お
披
露
」
「
偶
然
の
出
会
い
」

を
体
現
し
た
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
万
博
は

日
本
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）

「「反反ググロローーババリリスストト」」のの躍躍進進 下下斗斗米米 秀秀之之

風風
のの
時時
代代
をを
読読
むむ
研研
究究
会会
（（
第第
４４
回回
））

７
月
４
日
に
明
治
大
学
の
安
部
悦
生

明
治
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
て
『
Ｅ
Ｕ

と
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
展
望
』
と
題
す
る

講
演
を
受
講
し
た
。

次
回
の
研
究
会
は
、
研
究
員
に
よ
る

研
究
成
果
の
発
表
と
意
見
交
換
を
企
画

し
て
い
る
。

沼沼
田田
校校
経経
営営
セセ
ミミ
ナナ
ーー

沼
田
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
第
２
回
）
を

５
月
31
日(

土
）
「
日
本
再
生
の
ヒ
ン

ト
が
地
方
に
あ
る
」
と
の
テ
ー
マ
で
沼

田
市
に
て
開
催
し
た
。
西
河
洋
一
理
事

長
と
森
下
あ
や
子
日
本
経
済
大
学
教
授

を
講
師
に
迎
え
た
。

経経
営営
塾塾
沼沼
田田
校校
６６
期期
期期
生生
修修
了了

西
河
技
術
経
営
塾
（
沼
田
校
）
第
６

期
の
修
了
式
を
７
月
26
日
に
開
催
し
、

４
名
が
修
了
し
た
。
優
良
賞
を
４
名
全

員
が
受
賞
し
た
。


